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9/28 
Monday 

藤井財務相が日本時間午前に「人為的な通貨安政策はおかしい」などと発言したことで円買

い優勢の展開となったが、午後に「円高是認とは言っていない」「やや円高に偏ってきている」

と発言したこと（①）から、ドル/円は一転して円安・ドル高で推移した。 

9/29 
Tuesday 

日経平均の上昇を背景にドル/円は90円台へと上昇したが、利益確定のドル売りや夕方にポ

ンド/円が急落したことなどを受けて、ドル/円も値を下げた。ただ、藤井財務相が「為替が異

常に動けば国益のためにしかるべき措置をとる」などと発言したことで、ドル/円の下げ幅は

限定的となった。米国時間に入ると、S&Pケース・シラー住宅価格指数が前月値よりも改善し

たことで米長期金利が上昇すると、ドル/円は再び90円台へと上昇した。 

9/30 
Wednesday 

日中は本邦輸出企業によるドル売りが優勢。さらに、藤井財務相が夕方に「週末のＧ７では

最近の円高について取り上げる予定はない」との認識を示したことで、ドル/円の下落に拍車

が掛った（②）。その後、米国で発表されたＡＤＰ全国雇用者数とシカゴ購買部協会景気指数

が市場予想を下回り、主要通貨に対してドルと円は上昇したが、ドル/円については売買が交

錯し、動意を欠いた。 

10/1 
Thursday 

欧州勢が参入する時間に円の仕掛け売りで90円台に乗せる場面もみられたが、91円台では

ドルの上値の重さが鮮明。米国の新規失業保険申請件数が市場予想より悪い結果になった

ことで米長期金利が急低下すると、ドル/円も下落。さらにその後に発表されたＩＳＭ製造業景

況指数も市場予想を下回ったことで、米長期金利低下→ドル売りの流れに拍車が掛かった。 

10/2 
Friday 

日中は米雇用統計を控えて動意を欠く展開。21時30分に発表された米９月雇用統計では、失

業率は市場予想通りの9.8％となったが、非農業部門雇用者数が26万3000人減と市場予想よ

りも大幅に悪い結果となり、ドル/円は88.60円まで急落した（③）。ただ、翌週の大規模な米国

債入札を控えて需給悪化懸念から長期金利が上昇。これを受けてドル/円は値を戻した。 

ドル/円 9/28～10/2の主な推移 

※４時間足 

USD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

① 

② 

③ 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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Page 3 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

・米長期金利の上昇 

・米政策金利の早期引き上げ観測 

・米金融緩和策の巻き戻し 

・本邦通貨当局による円売り介入観測の高まり 

 米雇用統計の週を通り過ぎ、今週のドル/円については次のテーマを模索する週となりそうだ。 

 米雇用統計は市場予想よりも大幅に悪い結果になり、ドル/円は急落したが、結局は89円台後半まで値を

戻すなど相場に新たな動きを作るような展開にはならなかった。今週の材料を眺めると、米国の経済指標

はやや弱めで、かつ来週に金融機関の決算発表などを控えて、ドル主導での相場は考えにくい状況だ。む

しろ、欧州・オセアニア通貨に対するドルと円それぞれの動きに翻弄される可能性がある。今週は６日の豪

州中銀政策金利発表や、８日の豪州雇用統計、英国中銀政策金利発表、欧州中銀政策金利発表など、欧

州・豪州ともに大型イベントが多い。これら発表前後は特に豪ドル、ポンド、ユーロなどそれぞれの対ドル、

対円相場の動向に注意を払いたいところだ。 

 このほか、米国の国債入札にも注目したい。５日の10年物の物価連動国債入札を皮切りに、４日間で780

億ドル規模とかなり大規模なものとなる。米雇用統計の悪化などの流れから米債に買いが集まるようなら、

米長期金利低下→ドル/円は円高・ドル安へ・・・という流れも考えられる。 

 また、日本時間９日朝には米連邦準備理事会（ＦＲＢ）のバーナンキ議長の講演が予定されている。こちら

については、米経済の見通しや金融緩和策の出口戦略などについて、目新しい発言があるかどうかに注目

だ。 

   （予想レンジ：88.50～91.00円） 

 

・米長期金利の下落 

・超低金利政策の長期化観測 

・外貨準備通貨としてのドル需要の減退 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

・本邦通貨当局による円売り介入観測の後退 

今 週 の 見 通 し 

USD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

USD/ JPY 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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●USD/JPY 10/2週足引値：89.72円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

先週のドル/円相場は、週初と週末の２度、88円台のドル安を見たが、週末引値で89円台に戻された。 

週足チャート（図１）のＣ‘のライン（91円台後半）はもしドル/円が戻り上昇した場合、週足ベースでのＣ’の

ラインが上値抵抗線となると考えられる。 

日足チャート（図２）において、今後は、8/10の高値97.72円と9/21の高値92.54円を結んだ線（Ｂ）と、その

線に対し9/11の安値90.20円から平行に引いた線（Ｂ‘）でチャネルラインに挟まれたバンドでの取引推移に

なると一旦は考えられる。 

先週は88円台へと２回下落し、結局89円台に戻してしまった。ここからは一旦、90～92円に戻し、その後

に再度、下落する動きになるのかもしれない。 

テ ク ニ カ ル 分 析 

（図２）日足チャート

（2009年2月～） 

（図１）週足チャート

（2004年5月～） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

USD/ JPY 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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9/28 
Monday 

週明け東京時間朝方の取引では、前週末の海外市場の流れを引き継いで始まり、対ドルで

88.23円まで円高が進むと、円買いの勢いはクロス円にも波及しユーロ/円は129.80円まで下

落した。（①） 

9/30 
Wednesday 

参加者が限られる四半期末日の取引で「実需の買い」によりユーロ/円は132.01円まで上昇し

たが、ＮＹ時間にはＮＹダウが一時、前日比で150ドルのマイナスとなると、リスク資産圧縮目

的のユーロ売りが見られた。しかし、期末のドレッシング買いで株価が値を戻すと、ユーロも

買い戻され、ユーロ/円は131円台を回復し強含んだ。（②） 

10/1 
Thursday 

米ＩＳＭ製造業指数が52.6となり、予想より悪化したことで、リスクを取ることに対し消極的とな

る動きが鮮明となり、ＮＹダウ平均株価が下げ幅を拡大すると、ユーロ/円の下落は加速し

た。（③） 

10/2 
Friday 

米雇用統計は非農業部門雇用者数が予想を下回る26.3万人減となったものの、ＮＹダウが下

げ渋り、一時プラスを回復したことから、リスクを取ることに対して積極的となる動きが強まり、

ユーロ/円は上昇した。（④） 

上昇要因（ユーロ高・円安） 下落要因（ユーロ安・円高） 

ユーロ/円 9/28～10/2までの主な推移 

・リスクを取ることに積極的になる動き 

→主要国株価の上昇 

→資源国・高金利通貨買いの流れ 

・ユーロ圏景気回復観測の高まり 

→早期利上げ観測の台頭 

 

・リスクを取ることに消極的になる動き 

→主要国株価の下落 

→円買い戻しの流れ 

・ユーロ圏景気回復観測の後退 

→早期利上げ観測の後退 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

EUR/ JPY 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 

④ 
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今 週 の 見 通 し 

 今週は８日にＥＣＢ理事会が開催され、政策金利は据え置かれることになるであろう。 ユーロ圏の要人発

言にユーロ高を懸念する声が多く、理事会後の声明でユーロ高についての言及があるかに注目が集まる。   

 先週末の米雇用統計の悪化にもかかわらず底堅く推移した米株式市場は、今週以降本格化する第３四

半期の決算発表を見極めようとする動きが強まりそうだ。７月と８月の経済指標は製造業を中心に強めの

数字が多かったことから、米企業業績は上向きであることがうかがわれ、株価が大幅に下落する可能性は

低いであろう。そうすると、再び「リスク許容度」に視線が向き始めた為替市場では、ユーロの下値も限定的

なものとなりそうで、ユーロ/円は上昇傾向が予想される。 

（予想レンジ：129.80～133.80円） 

●EUR/JPY 10/2週足引値：130.79円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

ユーロ/円は先週、直近の安値となる129.00円（10/2）を見た。もみ合い推移から下落相場の動きに入って

おり、上値と下値の両方がともに切り下がってきていることから、今後の下落相場の継続を示唆していると

言える。取引値は、20日線（133.03円、10/2）や60日線（133.88円、10/2）を下回っている。ボリンジャーバン

ドは10/2現在、上限：135.98円～下限：130.07円で、上限は上昇、下限は取引値が押し下げる形で下落する

なか、バンドの幅は拡大している。これは今後、大きな変動の相場になることを示唆していると言える。 

先週は200日線（129.61円、10/2段階）を割り込む動きを瞬間見せたが、そこから戻して上昇した。しかし、先

週の週足を見ると下ヒゲのある陰線になっており、引き続き下値をトライする可能性は十分にあると言える。 

ここからの上値ポイントは①20日線のある133.03円近辺（10/2段階）、下値ポイントは①200日線のある

129.61円（10/2段階）、②126.98（7/8安値）、③125.64円＜112.06（1/21安値）～139.22（6/5高値）の半値＞

となる。 

 

テ ク ニ カ ル 分 析 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

EUR/ JPY 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

EUR/ JPY EUR/ USD 

9/28 
Monday 

対ドルで円高が進んだことを嫌気し日経平均株価が一時10000円を割り込むと、時間外のＮ

Ｙダウ先物や、原油先物価格が下落したことも手伝い、リスク資産圧縮目的のユーロ売りが

強まり、ユーロ/ドルは急落した。（①） 

9/29 
Tuesday 

欧州時間に入るとポンド売りがにわかに強まり、ポンド/ドルでのドル上昇の影響から対

ユーロでもドルが買われた。四半期末を目前に控えて、ユーロ買い・ドル売りのポジション解

消に伴うユーロ/ドルの売りが多くみられたとの声もあった。（②） 

10/1 
Thursday 

アルムニア欧州委員が７カ国（Ｇ７）財務相・中央銀行総裁会議のなかで「ユーログループ

はユーロ高について話し合うだろう」と述べたと伝わるとユーロ/ドルの下げが加速した。8月

独小売売上高指数が予想を下回る-1.5％（前月比）となったこともユーロの売り材料とされ

た。（③） 

10/2 
Friday 

米雇用統計発表直後には非農業部門雇用者数が26.3万人減と予想外に悪化したことを受

けリスク資産圧縮目的のユーロ売り・ドル買いが強まった。その後米長期金利が一時低下

したことや、ＮＹダウ平均株価が下げ渋ったことでリスクを取ることに積極的となる動きから

ユーロ/ドルは上昇した。（④） 

上昇要因（ユーロ高・ドル安） 下落要因（ユーロ安・ドル高） 

ユーロ/ドル9/28～10/2までの主な推移 

・リスクを取ることに積極的になる動き 

→主要国株価の上昇 

→資源国・高金利通貨買いの流れ 

・ユーロ圏景気回復観測の高まり 

→早期利上げ観測の台頭 

・国際商品価格の上昇 

・新興国を中心にドル離れに動くとの観測 

・リスクを取ることに消極的になる動き 

→主要国株価の下落 

→円買い戻しの流れ 

・ユーロ圏景気回復観測の後退 

→早期利上げ観測の後退 

・国際商品価格の下落 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 

④ 
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EUR/ USD 

 ユーロ/ドルもユーロ/円同様に底堅く推移しそうである。先週末の米雇用統計後の反応をみても、リスクに

対して積極的な姿勢を取る場合はドル売りで反応することが多く、ＮＹ株式市場が底堅く推移している場合

はユーロ/ドルの上昇も当面維持されそう。ただ、今週は米国債の入札を控えており（５日：10年インフレ連

動債、６日：３年債、７日：10年債、８日：30年債、総額780億ドル）、入札不調から、米長期金利が上昇となっ

た場合は一時的にドル買いが強まり、ユーロ/ドルは下落することになるだろう。 

 ８日のＥＣＢ理事会では政策金利に変更はなさそうだが、このところ相次いでいる、ユーロ高けん制発言に

は注意しておきたい。 

（予想レンジ：1.4500～1.4800ドル） 

●EUR/USD 10/2週足引け値：1.4575（日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 ユーロ/ドルはユーロ上昇相場の動きの中、若干調整の動きをしている。 

先々週に直近高値である1.4843へとユーロは上昇した後、ユーロは下落し、上昇した分の戻り調整する動き

となっている。 

 今回のもみ合い調整の後、再度、ユーロは上昇相場と向かうと考えている。取引値は60日線（1.4353、

10/2）を上回ってはいるが、20日線（1.4624、10/2）とは交錯する推移となっている。 

 ボリンジャーバンドは10/2現在、上限：1.4829～下限：1.4419であり、バンド幅の上限が下落し、下限が上昇

するなかで、バンド幅は縮小し、当面のもみ合い推移を示唆している。 

 上値ポイントは上記ボリンジャーバンドの上限である1.4829（10/2段階）である。また、下値ポイントは①

1.4450から1.4470近辺の水準＜1.2886（4/22安値）と1.4190（9/4安値）を結んだサポートラインは1.4470近辺

（10/2）にある。また、1.4446（8/5高値）も意識される＞、②1.4350近辺＜60日線があるとともに、1.2453（3/4

安値）と1.2886（4/22安値）を結んだサポートラインは1.4350近辺（10/2）にある＞、となる。 

 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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AUD/ JPY 

9/28 
Monday 

ドル/円がほぼ７ヵ月半ぶり安値88.23円に下落するのに伴い、豪ドル/円も月初以来の安値

76.50円を記録(①)した。その後はドル/円とともに豪ドル/円も反発。豪州の金利先高観を背

景に豪ドル/円は急反発した。 

9/29 
Tuesday 

豪州中銀ウォッチャーのテリー・マクラン氏が、豪州中銀が11月、12月に政策金利をそれぞれ

0.25％ずつ引き上げることはほぼ確実との見解を示した(②)ことが、豪ドルを押し上げた。 

9/30 
Wednesday 

午前に発表された豪州８月小売売上高が前月比+0.9％と、市場予想の+0.5％を上回る堅調

な結果となり、豪州の金利先高観がさらに強まり、豪ドル/円が続伸(③)。 

10/1 
Thursday 

午前に１週間ぶり高値79.52円を記録したが、ユーロ/円や米国株式市場の下落に伴い、豪ド

ル/円は急落(④)した。 

10/2 
Friday 

夜に発表された９月米国雇用統計が市場予想よりも悪い内容だったことを受け、リスクを取る

ことに消極的となり、豪ドル/円は発表直後にほぼ１ヵ月半ぶり安値水準76.30円を記録(⑤)し

たが、その後、米国株式市場が下げ幅を縮小するとともに、豪ドル/円も反発した。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 9/28～10/2の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の強まり 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

・ドル/円相場の上昇 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 

・ドル/円相場の下落 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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AUD/ JPY 

  今週の豪ドル/円相場は底堅い推移が持続しそうだが、強い上値抵抗線となっている80円ラインを突破す

るのは容易ではないだろう。市場では豪州の金利先高観が根強く、今週は主だったイベントが尐ないことか

ら、豪ドル/円の急落リスクは低い一方、６日の豪州中銀政策金利発表では政策金利が３％に据え置かれ

る公算となっているものの、0.25％の引き上げを見込む向きもここにきてにわかに増えており、豪ドル相場を

強く下支えしている。豪州中銀が６日に利上げを発表すれば豪ドルが急騰する可能性があり、金利を据え

置いた場合でも、声明で近い将来の利上げの可能性を示唆すれば豪ドルが買われる可能性が高い。 

  豪ドル/円の上値を抑える要因、もしくは急落を招く要因としては、米国や中国の株価の下落が挙げられ

る。特に先週は米国経済の回復鈍化を示す指標の発表が相次いでおり、米国株式市場の下落リスクが高

まっているだけに要注意である。 

  （予想レンジ：76.50～79.85円） 

                           

 

●AUD/JPY 10/2週足引値：77.63円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

豪ドル/円は8/10に直近の戻り高値となる81.99円を見てのち、もみ合い推移にあるが、先週は76円台への

下値トライを２度行い、いずれも下ヒゲで返された。20日線（78.86円、10/2）、60日線（78.37円、10/2）の２つ

と交錯する推移となっている。下値での買い意欲が強く、売られる局面があっても継続的なものとはなって

いない。しかし、買っている割に上がっていないという買い疲れ感があるのも事実である。 

ボリンジャーバンドは10/2現在、上限：80.19円～下限：77.53円であり、上限、下限ともにほぼ横這い推移

の中、微妙にレンジ幅の縮小～拡大を繰り返している。まずは、もみ合いのレンジ相場となることが予想さ

れるが、76~80円のレンジ相場で緊張感ないまま、もみ合いとなると、次回、本格的な下落になった際には

200日線（71.43円、10/2段階）まで下支えがなくなるというリスクを考慮に入れておいた方が良いと思われ

る。上値ポイントは、①20日線の78円台後半、下値ポイントは①76.36円（9/2安値）である。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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② 

上昇要因（ポンド高・円安） 下落要因（ポンド安・円高） 

・英国経済の底打ち感 

・英金融緩和拡大観測の後退 

・クロス円全般的な上昇 

・英国の銀行の不良資産に絡む損失処理問題 

→英景気回復観測の後退 

・英国や欧州の経済先行き不安 

→リスクを取ることに消極的になる 

・英国の財政悪化懸念 

・英国の金融緩和観測の高まり 

・要人発言によるポンド安是認発言 

③ 

ポンド/円 9/28～10/2の主な推移 

④ 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

GBP/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

9/28 
Monday 

藤井財務相が日本時間午前に「人為的な通貨安政策はおかしい」などと発言したことで円買い

優勢の展開となったが、午後に「円高是認とは言っていない」「やや円高に偏ってきている」と発

言したこと（①）から、一転して円安・ポンド高で推移した。 

9/29 
Tuesday 

日中は日経平均の上昇に伴ってポンド/円は上昇したが、夕方にかけては欧州勢によるポンド

の仕掛け売りで反落した。ただし、19時に発表されたＣＢＩ（イギリス産業連盟）小売売上高が前

回から大幅に改善（②）すると、ポンド/円は再び上昇した。 

9/30 
Wednesday 

①29日の発表されたＣＢＩ（イギリス産業連盟）小売売上高が前回から大幅に改善したこと②29

日にＢＯＥが主催した量的緩和の進捗状況説明会にて、早期に準備預金引き下げの可能性が

後退したことなどが材料視され、ポンド買い優勢の展開となった。ただし、ドル/円の下落が重

石となり、１日を通して上値は重く、夜に発表された米経済指標が市場予想よりも悪い結果の

ものが続く（③）と、リスクへの警戒感から円が買い戻された。 

10/2 
Friday 

欧州株安や商品安を背景に、夕方に円高・ポンド安基調を辿り、米国の非農業部門雇用者数

が予想より悪い結果（④）になると、ポンドは140.70円まで急落した。ただし、その後は米株価の

堅調さを受けて再び円売り優勢の展開となった。 

① 
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 今週はイングランド銀行（ＢＯＥ）理事会が最も注目されるとみられる。目下のテーマは①資産買い入れプ

ログラムの規模拡大があるか②準備預金金利を引き下げるのか、の２点だが、仮に双方据え置かれたとし

ても、理事会後のキング総裁の記者会見で、近い将来に双方どちらかでも実行される可能性があると示唆

されれば、ポンド売りで反応する公算が大きい。ただし、政策は据え置きの上、キング総裁からも先行きの

金融緩和拡大を示唆する発言が出ない場合は、逆にポンド買いで反応する可能性もある。同イベントの一

連の内容には注意したい。 

 ただ、足元のポンド/円については、ポンド/ドルとドル/円相場の２つの相場の動きが干渉しあい、素直に

こうしたイベント要因に反応しない場合も散見されている。ポンド/円以外に、ポンド/ドルとドル/円相場の方

向性も注意深くみていく必要があるだろう。 

（予想レンジ：138.80～146.20円） 
 

●GBP/JPY 10/2週足引け値：143.05円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

ポンド/円は8/7に戻り高値となる163.04円をつけ、それから現在まで下落で推移している。先週は４月以来と

なる安値139.72円（9/28）を見た後、週末引値では143円台となった。 

取引値は引き続き20日線（148.09円、10/2）、60日線（153.10円、10/2）を引き離して下落している。重要なポイ

ントである200日線（146.18円、10/2）を割り込み、また、チャートポイントである140.90円＜118.76円（1/19安値）～

163.04（7/9高値）の半値戻し水準＞にタッチしていることからも、下落トレンドに入っていることが確認できる。ま

た、ボリンジャーバンドは10/2現在、上限：155.44円～下限：140.74円であり、上限が下落気味であり、下限は取

引値が大きく押し下げる形で推移し、バンド幅は拡大しており、このこともポンド下落トレンドを裏付けている。 

上値ポイントは、20日線、200日線（上記記載）である。下値ポイントは①138.97円（4/28安値）、②135.68円＜

118.76円（1/19安値）～163.04（7/9高値）の61.8％戻し水準＞である。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

GBP/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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NZD/ JPY 
ＮＺドル/円 8/17～21の主な推移 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

NZD/ JPY 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

ＮＺドル/円 9/28～10/2の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の上昇 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の下落 

・NZ経済の減速 

・NZ政府・中銀要人によるNZドル高けん制発言 

・NZ中銀による政策金利引き下げ観測 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

9/28 
Monday 

ドル/円がほぼ７ヵ月半ぶり安値88.23円に下落するのに伴い、NZドル/円も２週間ぶり安値

63.47円を記録した。その後はドル/円や豪ドル/円とともにNZドル/円も急反発。 

10/1 
Thursday 

午後にスワン豪財務相が「豪州の金融政策の出口戦略の時期を決めるのはまだ早すぎる」と

述べたことで、NZドルが豪ドルに対して上昇したことが波及し、NZドル/円は６日ぶり高値

65.09円を記録。その後、ユーロ/円や米国株式市場の下落とともに、NZドル・円も急落(②)。 

10/2 
Friday 

夜に発表された９月米国雇用統計が市場予想よりも悪い内容だったことを受け、リスクを取る

ことに消極的となり、NZドル/円は発表直後に半月ぶり安値63.07円を記録(③)したが、その

後、米国株式市場が下げ幅を縮小するとともに、NZドル/円も反発した。 

① 

② 

③ 
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 今週のNZドル/円相場は手がかり材料に乏しい中、もみ合う展開となりそうだ。NZドル/円は豪ドル/円と

連動性が強いが、NZは豪州と違い、近い将来の政策金利の引き上げは見込まれておらず、NZドル/円は

豪ドル/円ほどの上昇力は期待できまい。ただ、豪ドル/円が上昇すればそれにつられてNZドル/円も上昇

する可能性はあるだろう。 

 一方、NZドル/円の下落要因としては、主要国株価や豪ドル/円の下落が挙げられる。特に経済の回復に

鈍化の兆しが見える米国の株価の推移には要注意である。 

   （予想レンジ：63.20～65.25円） 

●NZD/JPY 10/2週足引値：64.36円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 NZD /円は先々週に直近高値となる66.32円を見て後、もみ合い推移となっている。先週は63.07円の安値

を見たが、週末引値で64円台に戻している。 

先々週に直近高値を取ったが、その後は往来相場になっている。取引値は概ね20日線（64.53円、10/2）及

び、60日線（63.54円、10/2）と交錯する推移となっている。ボリンジャーバンドは10/2現在、上限：65.61円～

下限が63.45円であり、上限は下落、下限は上昇する中、バンド幅はかなり縮小している。先週は下値トライ

する局面もあったものの、継続的な動きには、なっていない。レンジ相場が続いているが、65円台へ上昇し

安定推移することができない場合には、下落方向となるリスクを見ている。 

上値ポイントは、①ボリンジャーバンドの上限のある65円半ば近辺、下値ポイントは①60日線のある63.54

円（10/2現在）、②61.73円（9/2安値）である。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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① 

上昇要因（カナダドル高・円安） 下落要因（カナダドル安・円高） 

カナダドル/円 9/28～10/2の主な推移 

・世界経済回復期待の高まり 

→日米株価の上昇、米長期金利の上昇 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→クロス円（ユーロ/円など）の上昇 

・原油、金など資源価格の上昇 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円など）の下落 

・カナダ中銀によるカナダドル高けん制発言 

・原油・金などの資源価格の下落 

 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

CAD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

② 

③ 

9/28 
Monday 

藤井財務相が日本時間午前に「人為的な通貨安政策はおかしい」などと発言したことで円買

い優勢の展開となったが、午後に「円高是認とは言っていない」「やや円高に偏ってきている」

などと発言したこと（①）で、カナダドル/円は81円台半ばまで値を戻した。 

10/1 
Thursday 

早朝に84.14円の高値を付けた後は上値の重さが鮮明で、ジリジリと下落する展開。さらに、米

国の新規失業保険申請件数が市場予想より悪い結果になったことで、リスクへの警戒感から

カナダドル/円は急落。さらにその後に発表された米ＩＳＭ製造業景況指数も市場予想を下

回ったことで、さらに円買いに拍車が掛った（②）。 

10/2 
Friday 

21時30分に発表された米９月雇用統計では、失業率は市場予想通りの9.8％となったが、非農

業部門雇用者数が26万3000人減と市場予想よりも大幅に悪い結果となり、カナダドル/円は

81.29円まで急落した（③）。ただ、その後は米株価が下げ幅を縮小したことなどを背景に、カナ

ダドル/円も値を戻した。 
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 今週のカナダドル/円の鍵を握るのは、貿易収支や雇用統計などの経済指標や政策金利発表などイベン

トの多い豪ドル/円相場の影響を強く受けるとみられる。 

 カナダドル/円は最近、金や原油などの影響を受けることが多いが、商品価格も高値圏でのもみ合いが長

期化しており、これらに思い切った動きがない限り、カナダドル/円相場としても材料視しにくい感がある。ま

た、カナダ要人からはしばしば「カナダドル高けん制発言」が出るが、こちらも最近は無視されがち。こうした

ムードの中でカナダドル/円が独自の動きをするとは考えにくく、同じ資源国通貨で、手掛かり材料豊富な豪

ドル/円に連れる公算は大きいだろう。足元で根強く金利先高感のある豪州のイベントには注目したい。 

 （予想レンジ：80.10～84.30円） 

●CAD/JPY 10/2週足引値：82.89円（日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

カナダ/円は8/7に直近の戻り高値90.27円をつけてから下落推移となっている。先週は9/28に200日線を割り

込み、直近安値80.60円をつけて後、戻して82円台での週末引値となった。 

先週はなべて下落で推移し、60日線（85.65円、10/2）や20日線（84.35円、10/2）を下回って推移した。ボリン

ジャーバンドは10/2現在、上限：86.78円～下限81.92円であり、上限は上昇、下限は下落する中、バンド幅は拡大

しており、下落の流れに入ったことをうかがわせる動きとなっている。カナダ/円は、8/7の高値90.27円を見て以降

は、上値も下値も切り下がる推移を見せていることも下落相場と見る支援材料である。 

上値ポイントは、①20日線のある84.35円（10/2段階）であり、下値ポイントは①200日線のある81.26円（10/2段

階）、②79.31円＜68.35円（1/21安値）～90.27円（8//7高値）の半値戻し）＞、③78.51円（7/8安値）である。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

CAD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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9/28 
Monday 

週明け東京時間朝方の取引では、前週末の海外市場の流れを引き継いで始まり、対ドルで

88.23円まで円高が進むと、円買いの勢いはクロス円にも波及し、スイス/円は86円を割り込

み下落した。（①） 

9/30 
Wednesday 

参加者が限られる四半期末日の取引で、実需の円売り・ユーロ買いの影響からスイス/円も

87.29円まで上昇した。ＮＹ時間にはＮＹダウが一時、前日比で150ドルのマイナスとなると、リ

スク資産圧縮目的のユーロ売りが見られ、これにつれてスイス/円も下落したが、期末のド

レッシング買いで株価が値を戻すとユーロ/円が強含んだことにつれてスイス/円も上昇し

た。（②） 

10/1 
Thursday 

米ＩＳＭ製造業指数が52.6となり、予想より悪化したことで、リスクを取ることに対し消極的と

なる動きが鮮明となり、ＮＹダウ平均株価が下げ幅を拡大すると、スイス/円の下落は加速し

た。（③） 

10/2 
Friday 

米雇用統計は非農業部門雇用者数が予想を下回る26.3万人減となったものの、ＮＹダウが

下げ渋り、一時プラスを回復したことから、リスクを取ることに対して積極的となる動きが強ま

り、ユーロ/円が上昇したことにつれてスイス/円も上昇した。（④） 

上昇要因（スイスフラン高・円安） 下落要因（スイスフラン安・円高） 

・ユーロ圏景気回復観測の高まり 

 

・主要新興国（BRICｓ）を中心にドル離れに動くと

の観測 

・スイス中銀によるスイスフラン売り介入観測 

 

・ユーロ圏景気後退観測の高まり 

 

・スイス大手金融機関をめぐる経営懸念の高ま

り 

スイス/円9/28～10/2の主な推移 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

CHF/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

④ 

① 

② 

③ 
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 スイス/円相場は、基本的にユーロ/円同様の動きになるものと思われるが、主要国の株価が底堅く推移

しそうなことから、先週末の米雇用統計発表直後の安値85.38円が目先の底値となりそう。  

 波乱要因があるとすれば、スイス中銀（ＳＮＢ）によるスイスフラン高けん制発言およびスイスフラン売り介

入であろう。ただし、スイス中銀の介入は対ドルか対ユーロで行われることが多く、スイス/円には影響が及

びにくいことも事実である。 

（予想レンジ：85.50～88.80円） 

●CHF/JPY 10/2週足引値：86.65円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 スイス/円は先週、直近の安値となる85.38円（10/2）を見た。もみ合い推移から下落の動きに入っており、

上値と下値の両方ともに切り下がってきていることから、今後の下落相場の継続を示唆していると言える。

取引値は、20日線（87.84円、10/2）や60日線（88.11円、10/2）を下回っている。ボリンジャーバンドは10/2現

在、上限：89.63円～下限：86.05円で、上限は上昇、下限は取引値が押し下げる形で下落するなか、バンド

の幅は拡大している。これは今後、大きな変動の相場になることを示唆していると言える。 

先週は200日線（85.79円、10/2段階）を割り込む動きを瞬間見せたが、そこから戻している。しかし、先週の

週足を見ると下ヒゲのある陰線になっており、引き続き下値をトライする可能性は十分にあると言える。 

ここからの上値ポイントは①20日線のある87.84円近辺（10/2段階）、下値ポイントは①200日線のある

85.79円（10/2段階）、②83.93円（7/8安値）、③83.20円＜74.91（2008/12/8安値）～91.48（6/8高値）の半値

＞となる。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

CHF/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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上昇要因（ポンド高・ドル安） 下落要因（ポンド安・ドル高） 

ポンド/ドル 9/28～10/2の主な推移 

・米経済先行き懸念の緩和 

→主要国の株価の上昇 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

・外貨準備通貨としてのドル需要の減退 

・金融緩和の巻き戻し観測 

・英国の銀行の不良資産に絡む損失処理問題 

→英景気回復観測の後退 

・英国や欧州の経済先行き不安 

→リスクを取ることに消極的になる 

・英国の財政悪化懸念 

・英国の金融緩和観測の高まり 

① 

③ 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

GBP/ USD 

9/28 
Monday 

東京時間中はポンド買い優勢の展開となったが、先週にイングランド銀行（ＢＯＥ）のキング総

裁が、世界で初めて準備預金にマイナス金利を導入したスウェーデン中銀を訪れたことが明ら

かになったことで、ロンドン時間に入るとポンド売りが先行した（①）。ただ、その後は米株高な

どを背景にドルが主要通貨に対して下落したため、ポンド/ドルは反発した。 

9/30 
Wednesday 

（1）29日の発表されたＣＢＩ（イギリス産業連盟）小売売上高が前回から大幅に改善したこと（2）

29日にＢＯＥが主催した量的緩和の進捗状況説明会にて、早期に準備預金引き下げの可能

性が後退したことなどが材料視され、ポンドはほぼ一本調子で上昇。しかし、米経済指標で市

場予想よりも悪い結果の発表が続くと、リスクへの警戒感から急速にドルが買い戻された

（②）。 

10/2 
Friday 

欧州株安や商品安を背景に、夕方に円高・ポンド安基調を辿り、米国の非農業部門雇用者数

が予想より悪い結果（③）になると、ポンドは1.5800ドルまで急落した。ただし、その後は米株価

の堅調さを受けてポンドが上昇基調をたどった。 

② 
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 今週の注目材料は、10月８日のイングランド銀行（ＢＯE）理事会だ。政策金利については現行の0.50％に

据え置かれる見通しだが、注目は①資産買い取り額を現行の1750億ポンドから拡大するのか②準備預金

金利の引き下げとなるのか、２点。①については、９月は全会一致で据え置きが決定したが、８月は３人が

2000億ポンドへの拡大を主張したことから、拡大について再検討される可能性もある。また、②についても、

キングＢＯＥ総裁が引き下げに向けて水面下で活動している様子が見受けられるものの、早期の準備預金

金利引き下げについて他の委員が否定したこともあり、今回の理事会で決定されるかどうかは難しいとこ

ろ。資産買い入れ規模拡大となれば、ポンドは下落すると考えられる。ただ、上記２つの要素が「現状維持」

になったとしても、理事会後にキング総裁が近い将来に資産買い取り額の拡大、または準備預金金利引き

下げを行うことを示唆する発言をすれば、ポンドは下落しよう。一方、こうした「キング総裁の金融緩和示唆

発言」への期待が底流している中で、仮に「政策据え置き＋キング総裁発言に目新しいもの無し」という場

合にはポンド買いで反応することもあり得る。最近暴走気味のキング総裁の発言内容には十分に注意した

い。 

 （予想レンジ：1.5750～1.6100ドル） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

GBP/ USD 

●GBP/USD 10/2週足引値：1.5939（日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

ポンド/ドルは、2.0154（2008/7/14高値）～1.3501（2009/01/23安値）～1.7043（8/5高値）の動きの後、安

値を更新する動きになっている。 

週末引値で２週連続1.6000を割り込む等、ポンド下落方向への流れが出てきた相場と見ているが、先週

は直近の安値となる1.5771（9/28）を見て後、1.6122まで戻りの上昇を見る等、一進一退の相場となった。20

日線1.6277（10/2）や60日線1.6407（10/2）を取り残すような形でポンドは下落している。ボリンジャーバンド

は10/2現在、上限：1.6812～下限：1.5741であり、上限が上昇し、下限は取引値が押し下げるような形で下

落する中、バンド幅は拡大で推移している。 

過去1年間の値動きを見ると、1.5800の水準はポンドが上がる時も下がる時も引っかかるところである。逆

に、週末引値で1.5800を本格的に割りこむと、1.55までポンドの下落は早いと思われる。 

上値ポイントは、20日線のある1.6277（10/2段階）であり、下値ポイントは、①1.5690＜1.3501（1/19安値）

～1.7043（8/5高値）の61.8％戻し水準＞、②200日線のある1.5430（10/2段階）、③1.5272＜1.3501（1/19安

値）～1.7043（8/5高値）の半値戻し水準＞である。 
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ZAR/ JPY 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 9/28～10/2までの主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円など）の上昇 

→原油、金など資源価格の上昇(南アは資源国) 

・新興国への投資の機運の強まり 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円など）の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

・南ア、インドの携帯電話会社の合併交渉破談 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

9/29 
Tuesday 

ドル/円がほぼ７ヵ月半ぶり安値88.23円に下落するのに伴い、ランド/円も３週間ぶり安値11.86円

を記録(①)した。その後はドル/円とともにランド/円も反発。 

9/30 
Wednesday 

南ア携帯最大手MTNとインド携帯最大手バルティ・エアテルの合併交渉の決裂が明らかになると、

ランドへの需要見通しが急激に減退し、ランド/円が急落(②)した。両社の合併が成立すれば、世

界で３番目の規模の携帯電話会社となるとされていた。 

10/1 
Thursday 

前日の携帯電話合併交渉の決裂に加え、ユーロ/円や米国株式市場の下落とともに、ランド/円も

急落(②)。 

10/2 
Friday 

夜に発表された９月米国雇用統計が市場予想よりも悪い内容だったことを受け、リスクを取ること

に消極的となり、ランド/円は発表直後に２ヵ月半ぶり安値11.40円を記録(③)したが、その後、米国

株式市場が下げ幅を縮小するとともに、ランド/円も反発した。 

① 

② 
③ 
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ZAR/ JPY 

  今週のランド/円相場は基本的にはもみ合いとなりそうだが、どちらかと言えば上値は重く、やや軟調な展

開となりそうだ。南アとインドの携帯電話会社の合併交渉の破談のランド相場への影響は長引かないと見ら

れるものの、ランド/円の上昇の機運を著しく削いでいる。ランド/円の日足のチャートをみても25日移動平均

線を10日移動平均線が下抜けし、デットクロスが生じており、下落トレンドが強まっていることが示されてい

る。 

 ランド/円が上昇するためには、主要国、特に米国の景気回復期待が強まることでリスク許容度が増大す

ることが必要である。ただ、先週末の米雇用統計でも示されたように、米国経済は景気回復鈍化の兆しが

出ており、今週の米国株式市場の上昇は余り期待できず、むしろ下落リスクに注意する必要があるだろう。

今週のランド/円相場も同様、下落リスクに注意したい。 

 (予想レンジ:11.15～12.05円) 

 

  

 

●ZAR/JPY 10/2週足引値：11.73円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 南アランド/円は7/1の高値12.55円と7/13の安値10.96円の間でのもみ合い推移となっている。先週は直

近安値となる11.40円を見て、その後戻して上昇しているた。 

週末引値ベースで20日線（12.13円、10/2）と60日線（11.99円、10/2）の両方を下回った。また、ボリンジャー

バンドについては10/2現在、上限：12.51円～下限：11.75円であり、上限が上昇、下限が取引下落によって

下落する中、バンド幅は拡大で推移している。バンド幅が拡大しているのを見ると、まだ大きな変動の相場

になることを示唆していると思われる。 

上値ポイントは20日線（12.13円、10/2段階）、下値ポイントは10.96円（7/13安値）であろう。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 
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9/28 
Monday 

対ドルで円高が進んだことを嫌気し日経平均株価が一時10000円を割り込むと、時間外のＮ

Ｙダウ先物や、原油先物価格が下落したことも手伝い、リスク資産圧縮目的のユーロ売りが

強まったことにつれてスイスフランも売られ、ドル/スイスは上昇した。（①） 

9/30 
Wednesday 

今週金曜日の米雇用統計の先行指標である米9月ADP全米雇用報告が予想を大きく下回

るマイナス25.4万人となると、リスク資産圧縮のための欧州通貨売り・ドル買いが強まり、ド

ル/スイスは９月15日以来の1.04台まで上昇した。スイス中銀によるスイスフラン売り・ドル買

い介入もあった模様。（③） 

10/2 
Friday 

米雇用統計発表直後には非農業部門雇用者数が26.3万人減と予想外に悪化したことを受

けリスク資産圧縮目的のユーロ売り・ドル買いが強まったが、その後米長期金利が一時低

下したことや、ＮＹダウ平均株価が下げ渋ったことでリスクを取ることに積極的となる動きか

らユーロ/ドルが上昇したことからドル/スイスは下落した。（④） 

上昇要因（ドル高・スイス安） 下落要因（ドル安・スイス高） 

ドル/スイス 9/28～10/2の主な推移 

・ユーロ圏の銀行の不良資産に絡む損失処理問

題 

→ユーロ圏景気回復観測の後退 

・スイス中央銀行による介入観測 

・スイス大手金融機関をめぐる経営懸念の高まり 

 ・主要新興国（BRICｓ）を中心にドル離れに動く

との観測 

・ユーロ圏景気回復観測の高まり 

・ユーロ/スイス相場でのユーロ売りの強まり 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

USD/ CHF 

① 

② 

③ 

④ 
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 米国の株価は、今週以降発表される米企業の第３四半期決算への期待から底堅く推移しそうで、株価に

底打ち感が強まれば、リスク許容度拡大による、ユーロ買い・ドル売りにつれたドル売り・スイスフラン買い

に傾きそうな気配で、再度下値を試す展開が予想される。  

 ただ、今週は米国債の入札を控えており（５日：10年インフレ連動債、６日：３年債、７日：10年債、８日：30

年債、総額780億ドル）、入札不調から、米長期金利が上昇となった場合は一時的にドル買いが強まり、ド

ル/スイスは上昇することになるだろう。スイス/中銀（ＳＮＢ）によるスイスフラン売り介入もドル/スイス上昇

要因の一つであり、９月の安値1.0177スイスフランを割り込むほどの下落は考えにくい。 

（予想レンジ：1.0230～1.0430スイスフラン） 

●USD/CHF 10/2週足引値：1.0348（日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 ドル/スイスは、先々週までの下落相場から、先週は戻り相場となった。60日線（1.0381、10/2）を下回って

いるものの、20日線（1.0349、10/2）とは交錯する推移となっている。 

ボリンジャーバンドは10/2現在、上限：1.0507～下限：1.0191であり、上限は下降し、下限は上昇する中で、

バンド幅は急激に縮小しており、ここからはもみ合い相場が先行すると見られる。 
ドル/スイスが下値トライした場合の中期的な下値ターゲットは①値頃の1.0000近辺、②0.9635（2008年3月

安値）であろう。 

ただし、ドル/スイス下落が失敗すれば、その時はまた1.05～1.10を中心としたレンジ相場に戻ることにな

る。ドル下落相場が調整して戻す動きとなって先週はドルが上昇したので、今回の調整後は再度ドルが下

落すると見ているが、もし、今週1.0500台にしっかり乗せてくると、調整が長引く動きになることも否定できな

い。しかし、大所的には、「介入」により、ドル/スイスのドルショート・ポジションがかなり減ったので、再度ド

ルは落ちやすくなったとする見方もできる。米国長期金利が低下している中でドルが継続的に買われるよう

な動きは、一旦は想定しづらいところではある。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

USD/ CHF 
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① 

HKD/ JPY 
香港ドル/円 9/28～10/2の主な推移 

9/30 
Wednesday 

藤井財務相が夕方に「週末のＧ７では最近の円高について取り上げる予定はない」との認識

を示した（①）ことで、ドル/円が下落すると、それに連れて香港ドル/円も値を下げた。その

後、米国で発表されたＡＤＰ全国雇用者数とシカゴ購買部協会景気指数は双方市場予想を下

回り、主要通貨に対してドルと円が上昇する展開になったが、ドル/円については売買が交錯

し、動意を欠いた。この結果、香港ドル/円も11.50円台でもみ合いに終始した。 

10/2 
Friday 

日中は米雇用統計を控えて動意を欠く展開。21時30分に発表された米９月雇用統計におい

て、非農業部門雇用者数が26万3000人減と市場予想よりも大幅に悪い結果となったことでド

ル/円は88.60円まで急落。これを受けて香港ドル/円も11.42円まで下落した（②）。ただ、翌週

の大規模な米国債入札を控えて需給悪化懸念から長期金利が上昇。これを受けてドル/円が

値を戻すと、香港ドル/円も２日早朝の水準まで反発した。 

② 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

 今週の香港ドル/円は米ドル/円と同様、日米の要因ではなく欧州・オセアニア通貨に対する対円相場と対

ドル相場の動きをみながらの動きとなる見通しだ。ただ、欧州・オセアニア要因以外にも、５～８日にわたっ

て行われる総額780億ドル規模の米国債入札の動向によっては米長期金利が大きく動き、米ドル/円、引い

ては香港ドル/円相場に強い影響を及ぼす可能性がある。また、９日朝の米連邦準備理事会（ＦＲＢ）のバー

ナンキ議長の講演内容も、相場が動くきっかけになることもあり得る。全体的には方向感の見出し難い展開

とみるが、それぞれのイベント前後には急激な動きに注意したいところだ。 

 （予想レンジ：11.50～11.70円） 

今 週 の 見 通 し 



 

26 

経済指標カレンダー 

（10/5～8） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

10/5 18:00 ○ (ユーロ圏) 8月小売売上高 [前月比] -0.2％ -0.4％
(月) 18:00 ○ (ユーロ圏) 8月小売売上高 [前年比] -1.8％ ――

23:00 ○ (米) 9月ISM非製造業景況指数 48.4 50.0
26:00 (米) 10年物価連動国債入札（70億ドル） ―― ――

10/6 09:30 ○ (豪) 8月貿易収支 -15.56億AUD ――
(火) 12:30 ◎ (豪) RBAキャッシュターゲット 3.00％ 3.00％

15:45 (仏) 8月財政収支 -1090億EUR ――
16:15 (スイス) 9月消費者物価指数 [前年比] -0.8％ ――
17:30 ○ (英) 8月鉱工業生産 [前月比] +0.5％ +0.1％
17:30 (英) 8月製造業生産高 [前月比] +0.9％ +0.3％
21:30 (加) 8月住宅建設許可 [前月比] -11.4％ ――
23:00 (加) 9月Ivey購買部協会指数 55.7 ――
26:00 ○ (米) 3年債入札（390億ドル） ―― ――

10/7 14:00 (日) 8月景気動向指数・速報 [先行CI指数] 82.5 ――
（水） 14:00 (日) 8月景気動向指数・速報 [一致CI指数] 89.8 ――

14:45 (スイス) 9月失業率 3.8％ ――
18:00 (ユーロ圏) 第2四半期GDP・確報 [前期比] -0.1％ -0.1％
18:00 (ユーロ圏) 第2四半期GDP・確報 [前年比] -4.7％ -4.7％
19:00 (独) 8月製造業受注 [前月比] +3.5％ +1.1％
26:00 ○ (米) 10年債入札（200億ドル） ―― ――
28:00 (米) 8月消費者信用残高 -216億USD -100億USD

10/8 08:50 (日) 8月経常収支 +1兆2656億円 ――
（木） 08:50 (日) 8月貿易収支 +4373億円 ――

08:50 (日) 10/3までの対外及び対内証券売買契約等の状況 ―― ――
09:30 ◎ (豪) 9月新規雇用者数 -2.71万人 ――
09:30 ◎ (豪) 9月失業率 5.8％ 5.9％
14:00 (日) 9月景気ウォッチャー調査 [現状判断DI] 41.7 ――
14:00 (日) 9月景気ウォッチャー調査 [先行き判断DI] 44.0 ――
15:45 (仏) 8月貿易収支 -13億EUR -25億EUR
19:00 ○ (独) 8月鉱工業生産 [前月比] -0.9％ -16.7％
20:00 ◎ (英) BOE政策金利発表 0.50％ 0.50％
20:45 ◎ (ユーロ圏) 欧州中銀金融政策発表 1.00％ 1.00％
21:15 (加) 9月住宅着工件数 +15.04万件 +14.65万件
21:30 ○ (米) 10/4までの週の新規失業保険申請件数 55.1万件 55.1万件
23:00 (米) 8月卸売在庫 [前月比] -1.4％ -0.9％
26:00 ○ (米) 30年債入札（120億ドル） ―― ――

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想
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経済指標カレンダー 

（10/9） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

10/9 08:00 ○ バーナンキFRB議長講演 ―― ――
（金） 08:50 (日) 8月機械受注 [前月比] -9.3％ +2.7％

08:50 (日) 8月機械受注 [前年比] -34.8％ -24.0％
15:00 (独) 9月消費者物価指数・確報 [前月比] -0.4％ -0.4％
15:00 (独) 9月消費者物価指数・確報 [前年比] -0.3％ -0.3％
15:00 (独) 8月貿易収支 +139億EUR ――
15:00 (独) 8月経常収支 +110億EUR ――
15:45 (仏) 8月鉱工業生産 [前月比] +0.1％ +0.4％
15:45 (仏) 8月製造業生産指数 [前月比] +0.6％ ――
17:30 (英) 8月商品貿易収支 -64.79億GBP 63.50億GBP
17:30 (英) 9月生産者物価指数 [コア：前年比] +0.7％ +0.9％
20:00 ○ (加) 9月失業率 8.7％ 8.8％
20:00 ○ (加) 9月雇用ネット変化 +2.71万人 1.00万人
21:30 ◎ (米) 8月貿易収支 -320億USD -329億USD

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想


